






















































































う少し踏み込んだ分析をおこなうこ を目的とす 。社会階層によって人々の価値志向の違いが説明できない現状があることは、す指摘したとおりである。社会 全般的に豊一かになったことや、階題構造が多様化・複雑化したことなどによって、社会階層がもはや、人々の価髄志向をかたち。つくる生活上の経験と単純に結びつ なく


















































































Q14. ボランティアや容仕活動で力を発揮すること .691 
Q14. 住民運動や政治にかかわること .519 
Q18. 友人、知人を信頼し、助け合っている ー.030
Q18. 仕事仲間や問僚を信頼し、効け合っている ヘ065
Q18. 人とのつきあいや人間関係を幅広くするようにしている .065 
















































が・凶誌と高い負荷量を持ってい 。これらは、人間関係にお る信頼感や充実感を重視する傾向を示している。職場や所属集屈る公的な地位や役割より 、インフォーマルな関係性 重視する。その意味で、
3
つの盟子のなかで公的な地位や役割への欲求からもっ










































「あなたの生活水準は、この 10 年間でどう変わりましたかJ 1= íよくなっ
た」から 5 í態くなったJ までの 5 段階を反転
「あなたが今後 1 年ぐらいの聞に人員削減などで解藤されるおそれはどの程
度ありますかJ 1= í非常にある」から 4= íないJ までの 4 段階
「あなたは、いまの仕事にどの程度やりがいを感じていますかJ 1= í非常





































既に世帯年収が合まれている。しか 、収入が外的報闘を客観的な側面から捉えたも であ にたいし、生活向上惑と雇用本人の主観的認知の側面から提えたものである。生活向上感は、最















































































































































































































































































































ほうが脱物質的価髄 追求するようになるという結果が見出さ たのである。外的/内的報酬感とかかわる変数をもちいて 活上 経験にま 踏み込むことにより、生活様式にたいす 価値志向 形成
メカニズムの一端を明らかにすることが可能になったといえる。まず、生活向上感や雇用安定感のような外的報酬感は、階層的地位志向にはまったく効果を持たないが、社会的役割志向にはきわめて微弱な効果を持ち、対人的充足志向には有意な効果を持ってい 。生活水準の向上や鹿用の安定感といった外的報樹感の享受によ 、階層的な地位を追求する物質的価値ではなく、私生活 内面的な充足を追及する脱物質的価儲への志向を強めることが見て取れる。ただしここで問題となる は、外的報酬感との関連の強さからみて、指語的地位士山向と対人的充足志向の中間に位置する社会的役割志向との関係をどう解釈するかである。この志向は、多様な生活の質を追求する「生活政治」とかかわっており、社会的な活動への積甑な参加を重視する。 かし、生活水準の向上を実感し、一腹用面でも
安心感がある人は、社会にたいする不満ももちにくくなるため、
そ




















すれば、逆の悶果関係を想定する必要がある。すなわち、社会的役割や対人的充定 ような脱物質的価値を重視す 人のほうが 仕事の場面においてもやりがいや充実感のような脱物質的な価値を積極的に見出そうとするため、結 として高い内的報蹴感を得られているというメカニズムが考えられるのである。もちろん、お互いに影響を与えあ 交互作用的な効果によって生じた関連である可能性も高い。だが、因果関係の向きは不明ながら、すくなくとも内的報醗感と「非」階悶閥 志向の間 影響関係があるこ は確かであるように思われる。
したがって今後は、外的/内的報酬安あらわす変数奇より系統的






































































あるいは、ィングルハ!トの枠組みは、「地位政治から生活政治への転換」を論じた今回の議論と同様に、あくまで数十年のタイムスパンでのおおまかな傾向 変化を捉えるためのモノサシであるため、一時点に ける多様な価値志向の差異を捉えるに 大まかすぎるという言い方もできる。
(7)



































































































The Formation of value orieIはations about life style: 
from the viewpoint of postィnateriaUstic value 
YONEDA Yukihiro 
The purpose of this paper is to address the determinants of three value orientations about life 
styles: Stratificational staωs orientation, Social role orientation, and Relational sufficiency orientation. 
In an affluent society where industrialization has achieved, people's different value orientations do 
not reflect on their different in social stratificational staれ1S. Using data from "The Japan Survey on 
Information Society 2002" (JIS 2002), the multiple regression models 1 apply for the study that 
supply with explanation variables which explicate the unseen life experiences within stratificational 
variable is adopted. 
Consequently, it becomes clear that the formative mechanism of the post-materialistic value 
orientation (Social role orientation and Relational sufficiency orientation), which is increased by the 
progress of industrialization, is different from the materialistic one (Stratificational status orientation). 
Especially, having of the intrinsic rewards in work promotes a post働materialistic value orientation 
which also pursues an inner outcome or feeling of sufficiency positively in the private life. This 
formative mechanism is different from the often postulated trade-off relation "either the workｭ
centered industrious value orientation, or the private life-centered pleasure-seeking value orientation." 
It also shows a new type of social adaptation in an affluent postindustrial society. 
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Lifestyle, value orientation, post-materialistic value, intrinsic rewards, postindustrial society. 
101-生活様式の価値志向形成
